
習

作
（
油

作

(
I
I

‘-ノ

富

田

習

盟）

岩

田

卓順

司

師

⑦
 

ー木厚
生
施
設
を
持
つ
某
工
場
管
理
事
務
所

石
炭
を
生
む
山

設
計
私
考

霧
ヶ
蜂
に
建
つ
グ
ラ
イ
ダ
ー
村
の
建
第

北
會
所

．
 

矛

木氾

平
常
成
績
品

（
師
範
科
二
於
テ
ハ
卒
棠
製
作
ヲ
ナ
プ
ス
）

藤
島
武
二
の
死
去

昭
和
十
八
年
三
月
十
九
日
、
帝
国
芸
術
院
会
員
に
し
て
本
校
教
授
（
油
画
科

主
任
）
の
藤
島
武
二
が
死
去
し
た
。
同
十
四
年
の
岡
田
三
郎
助
に
引
き
続
き
洋

画
界
の
大
御
所
二
人
目
が
死
去
し
た
た
め
、
油
画
科

の
指
祁
体
制
が
著
し
く
弱

” 

佐

藤井原

榮

” 

平

久
仁
男

杉

横
溝

” 

司

” 

野

木

基健

男

II 

湖

介

毅

彦

” 

小

西

汎

建

大
演
習
統
監
恒
久
施
設

大
東
亜
留
學
生
文
化
會
館
及
附
屈
ホ
テ
ル

” 

矢

澤

六俊

雄

本

科

曾

宮

松
文
様

鷺

の

岡

棚

迎
と
鴨
の
闘
小
屏
風

茄

子

の

闘

文

庫

漆

小

屏

風

ア
ザ
ミ
葉
文
乾
漆
花
器

カ
ラ
タ
チ
と
蛾
乾
漆
盛
器
f
 

築

” 

北佐

垣

正

樹

名

一

＿

製
作
担
当
者

「
教
育
二
関
ス
ル
勅

語

省

並
二
米
国
及
ビ
英
国
ニ

対
ス
ル
宜
戦
ノ
詔
書
」

に
金
粉
で
菊
の
御
紋
章

―

を
描
出
す
る
こ
と

＿

1
8.
1
2
1
9
.
7

大
智
禅
師
柑
像
木
彫

1
個
鳳
俵
山
型
護

寺

一関
野
型
士
〖

再
建
奉
校
会
長

熊
本
県
知
事光

即

件

数

'
 文

部

依

嘱

者

” 

藤

正

已

⑥

依

嘱

製

作

受
託
年
月
＿完
成
年
月

18
.
9

-
18
.
9
 

II 

秋

貞

” 

揺

島

究恕泊

治

習

作

(
I
I

‘-ノ

脇

惣

” 

山

内

司

習

作

(

”

ヽ

吉

匠

” 

田

中

祐菊

司

習

ヽ

山

昌

小
箱漆

本

科

大

塚

男

習

作

(
I
I

作

(
I
I

ヽ

宮秋込小

泉

由

宏雄

工

部

習

作

(
I
I

、ーノ

仲

町

誰

吉

木
兎
、
七
面
鳥

禿

榔
飛
ぶ
「
衝
立
」

” ” 

杉近

本 藤根

儀隆

八

習習

ヽ

健

治

ヽ

正

吾

” 

山

淳

定平

習

作
（
日
本
粛
）

作

(
I
I

作

(
I
I

大奥鬼

道津澤

美
濃
作
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功

績

体
化
し
た
と
い
う
批
判
の
戸
が
上
が
り
始
め
た
。
同
科
で
は

三
月
二
十
九
日
付

で
小
磯
良
平
が
、
ま
た
、
四
月
十
二
日
付
で
寺
内
万
治
郎
が
講
師
に
採
用
さ

れ
、
同
月
、
助
教
授
伊
原
宇
三
郎
も
同
科
の
指
母
に
主
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
が
、
さ
ら
に
五
月
二
十
七
日
に
は
南
菜
造
が
辞
職
し
、
そ
の
後
同
科
の
教
授

陣
は
小
林
万
吾
（
教
授
）
、
田
辺
至
（
同
）
、
伊
原
宇
三
郎
（
助
教
授
）
、
岡
四
郎

（
同
）
、
小
磯
良
平
（
講
師
）
、
寺
内
万
治
郎
（
同
）
と
い
う
顔
触
れ
と
な
っ

こ
。
ー
藤
島
武
二
の
業
績
は
あ
ら
た
め
て
喋
々
を
要
し
な
い
が
、
本
校
の
作
成
に
係

る
功
績
調
書
（
紀
元
一
一
千
六
百
年
の
行
賞
候
補
者
資
料
と
し
て
昭
和
十
四
年
十

二
月
に
文
部
省
へ

内
申
し
た
文
書
の
控
え
）
が
現
存
す
る
の
で
、
こ
こ
に
転
載

す
る
。

松
岡
壽

東
京
美
術
學
校
教
授
在
官
功
績

右
ハ
幼
少
時
代
ョ
リ
盪
オ
ニ
秀
デ
既
二
小
學
校
時
代
ニ
ハ
北
齋
漫
霊
ノ
如
キ

〔
暦
〕

モ
ノ
ヲ
手
本
ト
シ
彩
筆
二
親
ミ
、
時
ノ
文
部
卿
田
中
不
二
磨
教
育
施
設
巡
視

ノ
為
偶
々
鹿
兒
島
縣
歴
訪
ノ
折
選
バ
レ
テ
席
畳
ヲ
ナ
シ
其
非
凡
ヲ
謡
ハ
レ
タ

リ
ト
イ
フ
明
治
十
五
年
小
學
校
ヲ
卒
へ
鹿
兒
島
學
校
二
入
學
、
ン
タ
ル
モ
在

學
二
年
ニ
シ
テ
洋
盪
研
究
ノ
為
卜
京
、
ン
川
端
玉
章
ノ
門
二
入
リ
日
本
蓋
ヲ
學

ブ
コ
ト
六
年
後
洋
風
壷
家
曾
山
幸
彦
ニ
ッ
キ
初
メ
テ
洋
甕
ヲ
學
ブ
コ
ト
、

ナ
レ
リ
次
デ
同
二
十
三
年
ヨ
リ
中
丸
精
十
郎

田
清
輝
等
二
就
キ
洋
聾
ノ
指
導
ヲ
受
ク

山
本
芳
翠

調
東
京
美
術
學
校
教
授
正
四
位
動
三
等

藤

島

武

主

＇ 

黒

行
キ
「
カ
ロ
リ
ュ
ス

本
校
二
西
洋
盃
ノ
創
設
セ
ラ
レ
ク
ル
ハ
明
治
二
十
九
年
七
月
ニ

シ
テ
常
時
天

員
道
場
ノ
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
雨
名
ノ
聘
七
ラ
レ
テ
赦
授
ト
ナ
ル
ヤ
其

推
薦
ニ
ョ
リ
助
教
授
二
任
ゼ
ラ
レ
数
鞭
ヲ
執
ル
コ
ト
、
ナ
リ
タ
ル
モ
同
三
十

八
年
九
月
給
壺
研
究
ノ
為
佛
伊
雨
國
二
留
學
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
十
一
月
出
稜
佛

國
二
於
テ
ハ
巴
里
ノ
畷
立
美
術
學
校
二
入
學
数
授
フ
エ
ル
ナ
ソ
ド
、
コ
ル

モ
ン
ニ
就
キ
薫
陶
ヲ
受
ヶ
約
二
年
ニ
シ
テ
同
四
十
一
年
巴
里
ヲ
去
リ
羅
馬
ニ

ヂ
ュ
ラ
ン
」
ノ
門
二
入
リ
學
ビ
同
四
十
三
年
一
月
蹄

同
年
五
月
数
授
二
進
ミ
爾
来
今
日
二
至
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
在
官
宜
二
四
十
三

年
餘
二
及
ビ
幾
多
ノ
後
進
ヲ
数
旋
｀
ソ
我
國
洋
壷
ノ
進
運
二
寄
典
七
シ
功
績
員

ニ
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

美
術
審
査
委
員
會
閥
係
功
績

明
治
四
十
年
六
月
勅
令
ヲ
以
テ
美
術
審
査
委
員
會
官
制
制
定
七
ラ
レ
之
二
基

キ
毎
年
文
部
省
美
術
展
覧
會
開
催
ス
ル
コ
ト
、
ナ
レ
リ
明
治
四
十
三
年
一

月
蹄
朝
、
ン
タ
ル
藤
島
助
教
授
ハ
翌
四
十
四
年
第
五
回
文
展
ニ
ハ
滞
欧
中
ノ
作

品
「
幸
あ
る
朝
」
及
「
池
」
ノ

ニ
黙
ヲ
翌
四
十
五
年
第
六
回
文
展
ニ
ハ
「
公

園
の
一
隅
」
ヲ
而
｀
ン
テ
大
正
二
年
第
七
回
文
展
ニ
ハ
「
う
つ

4
」
ヲ
出
品
、
ン

三
等
賞
ヲ
授
ヶ
ラ
ル
カ
ク
テ
大
正
三
年
八
月
美
術
審
査
委
員
會
委
員
被
仰

付
爾
来
大
正
八
年
之
ガ
麿
止
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
迄
毎
回
其
委
員
ヲ
被
仰
付
鑑
審

査
二
従
事
、
ン
其
功
績
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
而
シ
テ
其
間
大
正
四
年
第
九
回

文
展
ニ
ハ
「
空
」
卜
「
匂
ひ
」
同
五
年
第
十
回
文
展
ニ
ハ
「
評
」
ヲ
同
七
年

第
十
二
回
文
展
ニ
ハ
「
草
の
香
」
ヲ
出
品
推
賞
七
ラ
ル

帝
國
美
術
院
闊
係
功
娯

〔
マ
マ
〕

大
正
八
年
美
術
審
査
委
員
會
官
制
啜
止

セ
ラ
レ
テ
新
三
帝
國
美
院
規
定
制
定

朝
ス
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セ
ラ
レ
次
デ
美
術
展
覧
會
規
定
ノ
制
定
セ
ラ
ル
、
ヤ
其
審
査
員
二
欅
ゲ
ラ
レ

頑
後
同
十
二
年
二
至
ル
迄
毎
回
其
審
査
員
ト
シ
テ
鑑
審
査
二
従
事
シ
功
労
大

ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
カ
ク
テ
同
十
三
年
ニ
ハ

＿帝
霰
美
術
院
會
員
二
畢
ゲ
ラ
レ
昭

和
十
二
年
＿帝
國
美
術
院
ノ
官
制
啜
止
七
ラ
レ
帝
國
藝
術
院
官
制
ノ
制
定
セ
ラ

ル
、
二
及
ビ
帝
園
藝
術
院
會
員
被
仰
付
爾
束
今
日
二
至
ル
迄
美
術
上
ノ
櫃
機

ニ
参
霊
シ
其
稜
逹
向
上
二
貢
獣
セ
ル
コ
ト
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

博
翌
會
閥
係
功
績

明
治
二
十
八
年
京
都
二
於
テ
開
催
セ
ラ
レ
ク
ル
第
四
回
内
國
勧
業
博
覧
會
ニ

「
御
裳
濯
岡
」
ヲ
出
品
｀
乙
好
評
ヲ
博
｀
ン
褒
賞
ヲ
授
典
七
ラ
レ
タ
ル
デ
初
マ
リ

大
正
三
年
四
月
ノ
東
京
大
正
栂
覧
會
及
九
月
ノ
臨
時
悔
覧
會
同
十
一
年
一
二
月

平
和
記
念
東
京
栂
覧
會
ニ
ハ
何
レ
モ
鑑
審
査
官
ト
シ
テ
職
務
二
従
事
、
ン
功
努

頻
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

宮
内
省
開
係
功
鎖

畏
キ
邊
リ
ノ
御
下
命
ニ
ョ
リ
昭
和
三
年
ニ

ハ
御
即
位
記
念
ノ
油
粛
ヲ
抑
吃
ン

タ
ル
ヲ
初
メ
同
四
年
ニ
ハ
臭
太
后
陛
下
ノ
御
下
命
ヲ
拝
シ
今
上
坪
下
ヘ
ノ
獣

上
聾
ヲ
揮
奎
シ
又
同
六
年
ニ
ハ
花
蔭
亭
ノ
壁
甕
揮
運
ノ
御
下
命
ヲ
蒙
リ
其
光

榮
二
浴
、
ン
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
同
九
年
十
二
月
ニ
ハ

＿帝
室
技
藝
員
ヲ
命
ゼ
ラ
レ

今
尚
職
務
二
盪
痒
｀
ど
功
努
頻
著
ナ
リ

一
般
美
術
界
闊
係
功
績

明
治
二
十
四
年
嘗
時
ノ
唯
一
ノ
美
術
園
謄
ク
ル
明
治
美
術
會
ノ
第
三
回
展
覧

會
二
慮
女
作
「
無
惨
」
ヲ
出
品
、
ン
テ
好
評
ヲ
博
、
ン
タ
ル
ニ
初
マ
リ
翌
二
十
五

年
ノ
第
四
回
展
ニ
ハ
「
福
軸
」
「
上
代
婦
人
」
ノ
ニ
貼
ヲ
翌
第
五
回
展
ニ
ハ

「
花
見
」
ヲ
第
六
同
展
ニ
ハ
「
少
女
」
「
一
竿
風
月
」
ヲ
出
品
ス
明
治

二

十
九
年
黒
田
消
輝
、
久
米
桂

一
郎
ヲ
中
心
ト
ン
テ
組
綿
七
ラ
レ
ク
ル
白
馬
會

二
lul
文
展
ニ
ハ

「
耕
到
天
」
ヲ
出
品

ス

ガ
制
定
セ
ラ
レ
其
秋
第
一
回
ノ
一帝
展
ニ
ハ
「
カ
ム
ボ
ド
リ
オ
の
あ
た
り
」
ヲ

出
品
翌
第
二
回
帝
展
ニ
ハ
「
朝
」
第
三
回
＿帝
展
ニ
ハ
「
女
の
顔
」
第
五
回
―帝

展
ニ
ハ
「
東
洋
振
り
」
及
「
ア
マ
ゾ
ー
ヌ
」
ヲ
出
品
ス
此
年
第
一
二
回
朝
鮮

美
術
展
覧
會
ニ
ハ
審
査
員
ヲ
閲
託
セ
ラ
レ
半
島
美
術
ノ
為
盤
カ
ス
ル
所
ア
リ

同
十
五
年
第
一
回
聖
徳
太
子
奉
讃
會
展
覧
會
ニ
ハ
「
芳
惹
」
ヲ
出
品
・ン翌

昭
和
二
年
ノ
第
八
回
帝
展
ニ
ハ
「
絞
剪
眉
」
ヲ
第
十
回
帝
展
ニ
ハ
「
淡
路
島

遠
望
」
ヲ
出
品
同
五
年
第
二
回
聖
徳
太
子
奉
讚
會
展
覧
會
ニ
ハ
「
女
子
合

掌
」
ヲ
同
六
年
ノ
第
十
二
回
＿帝
展
ニ
ハ
「
春
」
第
十
三
回
―帝
展
ニ
ハ

岬
に
打
ち
寄
せ
る
怒
濤
」
第
十
四
回
帝
展
ニ
ハ

「
太
陽
の
あ
る
風
景
」
ヲ
出

品
同
十
年
第
十
回
朝
鮮
美
術
展
覧
會
ニ
ハ
審
査
員
ヲ
委
嘘
サ
レ
同
十
三
年
第

「
大
王

ノ
第
一
回
展
ニ
ハ
「
春
の
小
川
」
「
四
條
河
原
の
夏
」
「
稲
こ
ぎ
」
等
十
黙
ノ

水
彩
霊
ヲ
第
二
回
展
ニ
ハ
「
池
畔
納
涼
」
「
逍
遥
」

「雨
後
暮
色
」
等
ノ
九
黙

ヲ
第
三
回
展
ニ
ハ
「
濱
邊
の
朝
」
「
池
畔
」
「
貝
拾
ひ
」
等
ノ
八
黙
ヲ
又
第
四

回
展
ニ
ハ
「
夕
空」

「
雨
」
「
花
」
等
十
四
貼
ヲ
出
品
｀
ン
テ
盆
々
好
評
ヲ
得
タ

リ
而
シ
テ
箕
ノ
面
目
ヲ
焚
揮
、
ン
タ
ル
秀
作
ト
シ
テ
ハ
第
七
回
展
ノ
「
天
平

の
お
も
か
げ
」
ナ
リ
次
デ
第
八
回
展
ニ
ハ
「
諧
昔
」
ヲ
第
九
回
展
ニ
ハ

「
蝶
」
「
朝
」
「
夕
」
ヲ
出
品
セ
リ
同
四
十
四
年
五
月
ノ
展
覧
會
ニ
ハ
滞
厭

中
ノ
作
品
一
二
十
貼
ヲ
特
別
陳
列
、
ン
テ
研
究
ノ
成
果
ヲ
痰
表
、
ン
又
其
年
四
月
東

京
府
主
催
ノ
第
二
回
東
京
美
術
及
美
術
工
藝
展
覧
會
ニ
ハ
審
査
員
ヲ
嘘
託
セ

ラ
レ
鑑
審
査
二
従
事
ス
之
ヨ
リ
先
明
治
四
十
五
年
ニ
ハ
岡
田
三
郎
助
卜
共

ニ
本
郷
春
木
町
二
本
郷
洋
霊
研
究
所
ヲ
設
立
、
ン
研
究
生
ノ
指
尊
ヲ
ナ
七
、
ン
モ

約
一
年
ノ
後
岡
田
三
郎
助
二
委
ネ
自
ラ
ハ
小
石
川
ノ
川
端
聾
學
校
二
於
テ
研

究
生
ヲ
指
母
ス
ル
コ
ト
、
シ
現
今
二
及
ベ
リ
大
正
八
年
帝
園
美
術
院
規
定
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カ
ク
ノ
如
ク
藤
島
教
授
ハ
本
校
赦
授
ト
シ
テ
在
官
現
二
四
十
三
年

後
進
ヲ
赦
養
｀
ン
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
明
治
二
十
三
年
洋
風
霊
ノ
研
究
二
稜
心
以

来
凡
ソ
五
十
年
熱
烈
ナ
ル
砧
究
卜
努
カ
ト
ハ
其
天
賦
ノ
オ
ト
相
侯
ッ
テ
明

治
美
術
會
、
白
馬
會
、
文
展
、

＿帝
展
其
他
ノ
拇
覧
會
、
美
術
展
覧
會
等
二
優

秀
ナ
ル
作
品
ヲ
稜
表
シ
幼
稚
ナ
ル
我
國
洋
風
聾
ノ
稜
逹
二
寄
典
セ
シ
功
紺
ハ

永
久
二
顕
彰
七
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
信
ズ
（
「
昭
和
十
四
年
職
員
関
係
書
類
班
務
掛
」
）

藤
島
の
死
去
に
伴
い
、
関
係
者
の
追
悼
談
が
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た

が
、
こ

こ
で
は
特
に
本
校
教
師
と
し
て
の
藤
島
に
つ
い
て
記
し
た
一
文
を
転
載

し
て
置
く
。藤

島
先
生
を
偲
ぶ

9
t
J
 

宇
三

NI

〔中
略
〕

先
生
は
、
師
と
し
て
も
私
に
は
得
難
い
方
で
、
永
い
間
に
い
ろ
／
＼
費
軍

な
も
の
を
典
へ
ら
れ
た
、
そ
の
憶
ひ
出
を
少
し
手
紐
つ
て
見
や
う
。

先
生
の
人
物
評
、
作
品
評
は
な
か
／
＼
採
黙
が
辛
く
、
あ
の
有
名
な
デ
ッ

サ
ン
の
直
し
方
と
同
じ
笥
法
で
、
隧
分
び
し
／
＼
と
や
ら
れ
た
。
例
へ
ば
、

大
分
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、

「
二
罰
君
は
人
間
も
作
品
も
馬
鹿
正
直
で
、
生

、
、
、
、

活
で
も
聾
で
も
、
コ
ッ
／
＼
や
る
だ
け
が
能
ぢ
や
な
い
。
ニ
ッ
フ
ェ
と
い
ふ

も
の
に
つ
い
て
大
い
に
學
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
言
は
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は
其
後
折
に
燭
れ
て
は
頻
り
に
思
ひ
出
し
て
反
猫
し
た
も
の
で
あ

又
「
裸
婦
三
容
」
を
描
い
た
年
、
出
品
前
に
ア
ト
リ
エ
に
遊
び
に
束
て
下

る
。

伊
原

幾
多
ノ

す
つ
て
「
こ
れ
は
駄
目
だ
か
ら
描
き
直
し
た
ら
何
う
だ
」
と
言

は
れ
た
の

で
、
も
う
期
日
も
な
し
、
す
つ
か
り
狼
狽
し
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
の
頃
は
、

私
の
ス
ラ
ム
プ
時
代
で
、
後
に
な
っ
て
見
る
と
さ
う
言
は
れ
て
慌
て
る
迄
も

な
く
、
あ
れ
は
全
く
の
駄
作
で
、
今
更
の
様
に
先
生
の
直
言
を
有
難
く
思
っ

叱
ら
れ
た
思
ひ
出
に
こ
ん
な
の
も
あ
る
。
十
年
の
餘
も
前
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ま
だ
一
般
に
「
庶
民
と
藝
術
」
と
か
「
美
術
品
の
偏
在
」
な
ど
に
つ
い

て
の
議
論
の
行
は
れ
て
居
な
い
頃
、
一
日
先
生
の
慮
で
そ
ん
な
問
題
に
つ
い

、
、
、

て
話
し
た
慮
が
「
ヱ
カ
キ
が
そ
ん
な
こ
と
を
心
配
し
な
く
て
よ
ろ
し
い
」
と

の
こ
と
で
私
は
ハ
ッ
と
し
、
叉
其
慮
に
、
先
生
の
如
何
に
も
藝
術
家
ら
し
い

腹
構
え
が
韻
み
取
ら
れ
て
深
い
味
は
ひ
を
感
じ
、
そ
れ
以
来
、
街
學
的
な
自

分
を
顧
み
て
大
い
に
反
省
に
努
め
た
こ
と
で
あ
る
。

何
事
も
宜
力
本
位
で
、
規
則
や
形
式
が
お
嫌
ひ
で
、
だ
か
ら
あ
れ
程
永
く

學
校
勤
め
を
し
て
ゐ
ら
れ
て
官
僚
臭
な
ど
微
塵
も
な
く
、
常
に
若
い
者
の
先

頭
に
立
つ
て
、
随
い
て
来
い
と
言
は
な
く
て
も
皆
が
そ
の
後
に
つ
き
随
ふ
。

若
い
間
は
兎
も
角
、
先
生
の
年
齢
に
な
っ
て
見
れ
ば
、
な
か
／
＼
容
易
に
出

来
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
ふ
。

そ
れ
故
、
楳
校
の
「
藤
島
数
室
」
は
い
つ
も
押
す
な
／
＼
の
盛
況
で
、
年

か
ら
言

へ
ば
先
生
と
學
生
と
は
、
祖
父
と
孫
と
位
開
い
て
居
て
も
、
師
弟
の

間
に
は
質
に
緊
密
な
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
「
藤
島
教
室
」
は
、
私
の
ク
ラ
ス
が
在
學
中
に
新
し
く
作
ら
れ
た
も

の
で
、
そ
れ
迄
は
學
年
別
に
先
生
が
違
つ
て
ゐ
た
が
、
新
ら
し

い
数
室
制
度

が
布
か
れ
る
と
い
ふ
の
で
、
皆
が
志
望
を
提
出
し
て
見
る
と
、
餘
り
に
先
生

の
尉
へ
志
笙
者
が
集
ま
り
過
ぎ
て
困
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
正
六
年
か
ら

こ
。
f
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、
、
、
、

敦
官
室
で
の
先
生
は
い
つ
も
朗
ら
か
で
、
よ
も
や
ま
の
話
し
に
人
も
笑
は

せ
、
御
自
分
も
相
好
を
崩
し
て
笑
は
れ
る
。
そ
ん
な
時
、
先
生
の
剛
毅
な

一

面
は
見
る
べ
く
も
な
く
、
全
く
天
員
な
童
顔
、

麓
心
に
な
っ
て
ゐ
ら
れ
た
。

面
到
臭
い
こ
と
は
何
事
に
よ
ら
ず
避
け
て
居
ら
れ
た
の
で
、
會
議
の
席
で

も
装
言
さ
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
無
か
っ
た
し
、
何
か
の
時
に
餘
低
な
く
起
つ

て
も
、
さ
う
い
ふ
舘
は
訥
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
ゞ
一
っ

、
私
の
記
憶

、、

に
強
い
の
は
、
今
迄
「
西
洋
盟
科
」
で
あ
っ
た
科
名
を
、
西
洋
と
い
ふ
字
が

〔
中
略
〕

〔
マ
マ

〕

七
年
の
頃
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
昨
年
最
後
の
卒
業
生
が
出
る
迄
二
十

四
五
年
間
、

「
藤
島
赦
室
」
は
迎
綿
と
紹
き
、
数
育
家
と
し
て
の
大
き
な
足

跡
を
残
さ
れ
た
が
、
先
生
が
御
病
氣
で
起
て
な
く
な
っ
て
か
ら
、
時
々
私
に

見
る
様
に
と
い
ふ
過
分
な
御
示
し
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
最
後
の
ク
ラ
ス
に

私
は
全
力
を
傾
け
た
。
さ
う
い
ふ
諜
で
、
先
生
の
数
室
の
最
初
と
最
後
に
闊

係
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
不
思
議
な
御
緑
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
。

私
が
母
校
へ
入
る
時
に
も
、
先
生
は
私
の
為
に
並
々
な
ら
ぬ
御
盛
力
を
し

て
下
す
っ
た
。
あ
る
時
、
突
然
先
生
か
ら
呼
出
し
が
あ
っ
て
伺
ふ
と
、
思
ひ

が
け
な
い
そ
の
御
話
し
で
、
そ
れ
か
ら
、
前
後
の
事
情
や
、
青
年
盟
家
教
育

の
大
切
な
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
、
作
家
と
し
て
の
個
人
的
完
成
も
亦
更
に

重
要
な
こ
と
、
先
生
臭
く
な
ら
ぬ
様
注
意
す
る
こ
と
、
常
時
私
の
閥
係
し
て

ゐ
た
私
立
の
美
術
學
校
の
方
は
兼
任
で
は
面
白
く
な
い
か
ら
僻
め
る
様
な

ど
、
何
く
れ
と
な
く
噛
ん
で
含
め
る
様
に
訓
し
て
下
す
っ
た
。
こ
の
時
の
、

し
み
人
＼
と
し
た
先
生
は
今
も
私
の
脳
裡
に
鮮
や
か
で
忘
じ
難
い
。
そ
れ
か

ら
四
、
五
日
し
て
正
木
先
生
か
ら
辟
令
を
下
附
さ
れ
、
そ
の
―
二
時
間
後
に

正
木
先
生
が
辟
表
を
出
さ
れ
た
こ
と
を
知
つ
て
照
い
た
。

面
白
く
な
い
と
い
ふ
強
い
信
念
を
似
て
「
油
給
科
」
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ

が
日
支
事
嬰
の
始
ま
る
ず
つ
と
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
今
か
ら
思
へ
ば
非

常
な
卓
見
で
あ
っ
た
と
申
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
う
い
ふ
國
家
意
識
の
熾
烈
さ
の
中
に
も
、
や
は
り
薩
摩
隼
人
の
面
目
躍

如
た
る
も
の
が
あ
っ
て
、

事
愛
が
始
ま
り
、
大
戦
争
に
な
る
に
及
ん
で
盆
々

〔
マ
マ
〕

燃
え
上
り
、
若
い
者
が
逆
に
登
奮
さ
4

れ
る
様
な
有
様
で
あ
っ
た
。
先
生
の

晩
年
に
斯
う
い
ふ
婚
國
以
来
の
一
大
決
戦
時
代
が
到
来
し
て
、
先
生
の
國
士

的
一
面
を
も
窺
ふ
こ
と
が
出
来
た
の
は
ま
こ
と
に
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
見

る
こ
と
が
出
来
る
。

去
年
の
春
頃
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
が
、
御
病
勢
に
波
瀾
が
多
く
て
、

非
常
に
弱
氣
に
な
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
弱
氣
の
先
生
を
見
た
の
は
後
に
も

先
に
も
私
に
は
此
時
だ
け
で
あ
る
が
、
其
時
は
、
門
下
生
一
同
へ
の
形
見
分

け
を
し
た
い
か
ら
な
ど
4

さ
へ
言
は
れ
た
。

又
あ
る
時
に
は
、
何
と
な
く
焦
々
と
し
て
ゐ
ら
れ
る
ら
し
く
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
あ
の
御
氣
象
で
、
永
い
間
床
の
中
に
自
由
を
奪
は
れ

て
ゐ
て
は
、
私
逹
が
外
か
ら
窺
ひ
得
る
以
上
に
、
何
ん
な
に
心
中
鬱
し
て
ゐ

ら
れ
た
か
、
悲
し
い
こ
と
に
誰
に
も
そ
れ
を
何
う
す
る
方
法
も
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

十
月
末
に
私
が
南
か
ら
蹄
つ
て
見
る
と
、
先
生
は
す
つ
か
り
元
氣
を
取
り

戻
し
て
ゐ
ら
れ
て
、
い
ろ
／
＼
南
の
話
を
引
出
さ
れ
た
り
、
其
後
、
や
っ
と

問
に
合
は
せ
た
あ
の
製
作
に
つ
い
て
も
何
か
と
御
批
評
の
御
言
葉
を
頂
き
、

叉
學
校
の
こ
と
も
随
分
心
配
さ
れ
て
、
種
々
具
憫
案
を
作
っ
て
ゐ
ら
れ
た

が
、
た
う

l
¥、
そ
の
宜
現
を
見
る
こ
と
な
く
し
て
逝
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

〔下
略
]

一
時
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専
門
學
校
教
育
刷
新
充
宜
二
闊
ス
ル
件

⑧

各
科
主
任
の
廃
止

昭
和
十
八
年
三
月
、
本
校
教
育
事
務
分
掌
規
程
を
改
正
し
、
各
科
の
主
任
を

廃
し
て
理
事
の
み
と
し、

教
育
並
び
に
訓
育
に
関
す
る
事
務
各
課
と
連
絡
し
て

生
徒
の
指
導
監
督
等
を
掌
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
学
科
主
任
、
理
事
を

廃
止
し
た
。

⑨

文
庫
委
員
規
定
制
定

同
年
同
月
、
文
貼
委
員
規
定
を
設
け
、
収
蔵
図
書
、
標
本
の
選
定
、
格
理
、

保
管
等
の
事
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

⑩

高
等
師
範
学
校
卒
業
者
服
務
規
則
廃
止

同
年
四
月
一

日
、
文
部
省
令
第
七
号
高
等
師
範
学
校
及
び
女
子
高
等
師
範
学

校
規
程
改
正
に
よ
り
、
大
正
十
年
制
定
の
文
部
省
令
第
二
十
九
号
高
等
師
範
学

校
卒
業
者
服
務
規
則
は
廃
止
さ
れ
た
。

⑪

専
門
学
校
教
育
刷
新
と
本
校

昭
和
十
八
年
五
月
、
戦
時
体
制
に
即
応
す
べ
く
教
育
刷
新
充
実
と
い
う
こ
と

が
急
務
と
さ
れ
た
折
り
か
ら
、
文
部
省
は
本
校
校
長
に
対
し
、
数
項
目
に
わ
た

っ
て
意
見
の
陳
述
を
求
め
た
。
左
記
は
そ
の
意
見
書
の
控
え
（
「
繹
噸
肝
八
文
部
省

往
役
書
類
嗜
」
）
で
あ
る
が
、
学
校
の
概
況
を
知
る
参
考
に
な
る
。

（
『
新
美
術
』
第
二
十
二
号
。
昭
和
十
八
年
五
月
）

至
レ
リ

一
、
常
校
数
育
ノ
且
標
並
二
性
格
二
測
ス
ル
件

一
、
本
校
ハ

美
術
家
ノ
投
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
本
邦
唯

一
ノ
官
立
學
校
ニ
シ
テ
本

科
ヲ
分
チ
テ
日
本
霊
科
、
油
聾
科
、
彫
刻
科
、
エ
藝
科
及
建
築
科
ノ
五
卜

シ
更
二
彫
刻
科
ヲ
塑
造
郡
、
木
彫
郡
ノ
ニ
二
工
藝
科
ヲ
闘
案
郡
、
彫
金

部
、
鍛
金
部
、
錨
金
郡
、
漆
工
部
ノ
五
二
分
ッ
コ
ノ
他
別
二
中
等
學
校

其
他
ノ
藝
能
科
闘
甕
、
エ
作
、
書
道
ヲ
換
営
ス
ベ
キ
教
員
ノ
荘
成
ヲ
目
的

ト
ス
ル
修
業
年
限
四
ヶ
年
ノ
師
範
科
ア
リ

各
科
各
部
二
於
ケ
ル
主
ナ
ル
科
目
ノ
放
授
要
目
ハ
別
冊
ノ
如
、
ン
〔
現
存
せ

ず
|
|
＇
編
者
註
〕

之
ニ
ョ
リ
テ
モ
知
ラ
ル
、
如
ク
我
邦
ノ
博
統
的
技
法

ヲ
修
得
｀
ソ
更
二
自
己
ノ
創
惹
ヲ
出
、
ン
テ
園
威
ヲ
海
外
二
宣
揚
ス
ベ
キ
皇
國

〔

ソ

〕

ノ
美
術
家
ク
ラ
シ
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
到
｀
ン
其
基
礎
的
修
練
ヲ
行
フ
ニ
ハ
五
ケ

年
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
猶
且
ッ
修
業
年
限
ノ
不
足
ヲ
感
ゼ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
如
何

ニ
指
尊
ノ
方
法
ヲ
更
ム
ル
モ

三
年
二
短
縮
シ
テ
所
期
ノ
成
績
ヲ
畢
ク
ル
コ

ト
ハ
到
底
不
可
能
ナ
リ

師
範
科
ハ
従
来
三
年
制
ナ
リ
シ
モ
時
世
ノ
進
運
二
伴
ヒ
學
習
内
容
漸
ク
複

雑
ト
ナ
リ
到
底
此
短
期
間
ニ
テ
ハ
所
期
ノ
目
的
ヲ
逹
成
｀
ン
得
ザ
ル
ヲ
以
テ

久
｀
ン
キ
ニ
亘
リ
年
限
ノ
延
長
ヲ
要
望
、
ン
ナ
ガ
ラ
容
易
二
質
現
ヲ
見
ル
ニ
至

ラ
ザ
リ
シ
モ
多
年
ノ
宿
望
漸
ク
叶
ヒ
昨
昭
和
十
七
年
度
ョ
リ
修
業
年
限
ヲ

一
ケ
年
延
長
、
ン
テ
四
ヶ
年
二
改
ム
ル
ヲ
得
タ
ル
モ
昇
格
セ
ル
新
制
師
範
學

校

〔昭
和
十
八
年
三
月
、
従
来
年
限
二
年
の
中
等
学
校
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
い
た
師
範
学
校
は
専
門
学
校
程
度
へ
と
昇
格
し
た
ー
ー
牢
霊
臼
註
〕
ノ

指
導
者
ヲ
義
成
ス
ル
ニ
ハ
少
ク
モ
更
ニ
―
ケ
年
ノ
増
加
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ニ

東
京
美
術
學
校
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